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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

８月カナダ・ケベックで開催のＩＦＬＡ世界大会に参加、帰路アメリカに立ち寄り、ミシガン
州の姉妹図書館を訪問。２００７年調査のフィンランドの図書館のまとめと論文発表、アメリ
カのＨＡＰLERインデックスの日本版の制作が可能かをさぐる、日本の公共図書館の評価手法の
確立。１２月に近畿地区図書館学科協議会を本学で開催、準備や論点整理を行う。

１９７０年３月明治大学法学部法律学科卒業

法学士

図書館情報学

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本図書館協会、図書館問題研究会、日本図書館研究会、ＡＬＡ（アメリカ図書
館協会、本部：イリノイ州シカゴ市）、近畿図書館学科協議会等に所属

情報化と図書館、公共図書館の評価法、世界各国図書館事情調査

フィンランド、アメリカ、カナダの図書館をパワーポイントにより紹介。日本の図書館に欠け
ているところ、新たなサービス実態を映像を使って見せた。英語によるアメリカ図書館につい
ての記事を翻訳して配布。図書館や情報学の分野での学生の視野を広げる。　　教養部内での
新入学生に対する、勉学の基本を解説する「表現技法」図書の執筆に加わる。

日本図書館協会評議員（過去２２年間、現在まで）。淡路市図書館協議会会長、市からの各種
諮問に答える。奈良大学教養講座講師（７月都祁）、奈良県図書館研究大会講師（奈良産業大
学８月）、１２月に本学で近畿図書館学科協議会を開催。

教務委員、図書館運営委員、奈良大学教養部初年次教育を考える会の副代表として「表現技
法」の執筆、編集に従事。



①
共著

②
大学生のための表
現技法

共著

①
姉妹図書館は全米
トップ１０

単著

②
フィンランドの公
共図書館

単著

① 図書館の利用 単独

②
あと一歩の図書館
活動

単独

③
The Libraries in
Japan

単独

④
図書館のＩＴと図
書館評価

単独

①
近畿地区図書館学
科協議会

研究会

奈良大学教養講座

奈良県図書館研究大
会

米国ミシガン州ブル
―ムフィールド

図書館建築学会

奈 良 大 学 教 養 部
奈良大学

教育史料出版会2008年5月

2009年3月

本学４階大会議室を
メーンとして

2008年12月9日

「図書館雑誌」１０
２巻１２号

奈良大学紀要

2008年7月

2008年8月

2008年8月

2008年10月

2008年12月

2009年3月

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

都祁公民館

奈良産業大学にて講演

WestBloomfield Township
Public Libraryにて（英語）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

淡路市図書館との姉妹図書館ミ
シガン州の図書館評価

ｐ２１－３７

研究会の開催にあたる。対象は
近畿地区の専任研究者

学力世界一を支え
るフィンランドの
図書館

論文、記事等８編執筆

４章、５章の執筆

東京都文京区文京会館で講演


